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西脇市立学校給食センターにしわきっ子
防災給食を体験しよう！ 

☆★セルフおむすびの作り方★☆ 

☆★献立内容★☆ 
１月１７日（金） 
セルフおむすび 

（ごはん・手作りふりかけ） 

牛乳 

具だくさん豚汁 

バナナ 

例
① 

①お茶碗に袋をかぶせます。 ②袋の中にごはんと 

 ふりかけを入れます。 

例
② 

①袋の口を手で大きく 

 開けます。 

②袋の中にごはんと 

 ふりかけを入れます。 

③袋の口を閉じて 

 にぎります。 

 袋を使ったおむすびの作り方

を例にあげています。食器を使

わずに、衛生的に食べる方法を

試してみましょう。 

 もちろん、防災給食では食べ

る前の手洗いは、きちんとして

くださいね。 

 「災害大国」と言われている日本では、いつ、どこで大きな災害が起こるかわかりません。 

ふだんから災害に備え、命を守り、生活をしていく力を身につけておく必要があります。 

 そこで、小中学校が行う「1.17 避難訓練」に合わせて、「防災給食」を提供します。災害

が起きた時、断水で手洗いが十分にできないことも想定した食事を体験してみましょう。 

 

≪災害時の調理に使える日用品≫ 

ポリ袋 

 水入れや 

調理などに 

使えます。 

カセットコンロ・ガスボンベ 

 電気やガスが

復旧するまでの

熱源になります。 

ラップ・アルミホイル 

 食器にかぶせると、

食器を洗わずにくり

返し使えます。 

給食ができるまで 

 ☆長期欠食者の給食費の取り扱いについて☆ 
   連続５日以上欠食する場合は、あらかじめ欠食の届出があった分のみ給食費の還付対象となります。 

   長期欠食する場合は、速やかに学校に連絡をお願いします。 

 
★献立表、にしわきっ子は、ホームページでも 

  ご覧になれます。 

 「西脇市 献立」、「西脇市 食育だより」で検索  

 また、QRコードからもアクセスできます。 

           ※ホームページトップへはこちら☞ 
 

 

★ホームページには、日々の給食写真も掲載 

  しています。 

          ※給食写真へのアクセスはこちら☞ 

 給食や給食センターに関する 

 お問い合わせはこちらまで 

 
ＴＥＬ/FAX          0795-22-6041 

TEL（栄養教諭あて）  0795-22-6333   

メール  n-kyushoku@city.nishiwaki.lg.jp 

 給食センターでは、西脇市内の小学校８校、中学校４校の約３0００人分の給食を作っ
ています。 
 給食がどのように作られているかを見てみましょう！ 

①材料の受け取り ③機械で切る ②野菜を洗う 

④調理 ⑤トラックで学校へ ⑥完成！ 

農家さんや業者さんから、
野菜や肉を受け取ります。 

野菜は３回洗って 
きれいにします。 

機械で食べやすい大きさに
切ります。 

大きな釜で作ります。焼い
たり、揚げたりする機械も
あります。 

トラックに積み込んで、 
学校へ届けます。 

おいしく食べましょう。 


